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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
01款 01項 01目 001000000事業 下水道総務経常経費

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

補助金等の名称

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
使用料 02010101001 下水道使用料 2,956
手数料 02020101001 排水設備工事指定業者手数料 △528

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,428 2,428

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

25 寄附金
11 役務費 26 公課費 2,428 2,428

23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

20 貸付金

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

17 備品購入費

04 共済費 19 扶助費

補正査定 節 補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費

節 補正要求

02 給料

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

08 旅費

10 需用費

　【事業の効果】
　　適正な事業運営を実施することができる。

６．財源の説明
　【現年度分下水道使用料】　　　　　2,956千円
　【排水設備工事指定業者手数料】　△　528千円
　
　

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　安全・安心で衛生的な生活環境を提供するため、下水道事業を実施する。

１．事業の概要と必要性
　【補正の概要】
　　公課費（消費税及び地方消費税納入金）の課税標準額適用税率の変更による公課費の増
　額補正。2,428千円
　【補正の必要性】
　　年間を通じて円滑な下水道事業を実施するため。

２．根拠法令
　下水道法、消費税法、湯梨浜町公共下水道条例

補助単独区分 目的区分 一般財源
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 2,428 12,379 14,807
事業期間 令 3. 4. 1～令 4. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

所属 0101012500-0000 建設水道課（上下水道）

事業

0010 下水道総務経常経費 (簡略番号：017903) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,428 12,379 14,807 7,859 6,949

総務費 項 総務管理費 01 一般管理費

歳出予算事業概要書令和 3年度 023 下水道事業特別会計
現年 3号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 3年度 023 下水道事業特別会計
現年 3号補正 （単位：千円）

事業費 項 公共下水道整備事業費 01 維持管理費 所属 0101012500-0000 建設水道課（上下水道）

事業

0020 流域下水道処理場負担金 (簡略番号：018123) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 5,900 157,900 163,800 106,800 57,001

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 3. 4. 1～令 4. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 5,900 157,900 163,800
補助単独区分 目的区分 一般財源

１．事業の概要と必要性
　【補正の概要】
　　流入量（不明水等）の増により負担金の増が見込まれることから、流域下水道に係る汚
　水処理・施設維持管理負担金の増額補正するもの。
　【補正の必要性】
　　流域下水道を適正に管理し、効率的で健全な管理運営を行うことができる。

２．根拠法令
　下水道法、湯梨浜町公共下水道条例、鳥取県天神川流域下水道条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】　
　　流域下水道維持管理負担金の増額　5,900千円
　　（当初予算）1,697,000㎥×93円/㎥　≒　157,900,000円
　　（12月補正）1,760,283㎥×93円/㎥　≒　163,800,000円（5,900千円増）
　　　　（平成30年度実績）　1,712,092㎥　　負担金計算流量
　　　　（令和元年度実績）　1,710,333㎥　　　　　〃
　　　　（令和２年度実績）　1,729,166㎥　　　　　〃
　【事業の効果】流域公共下水道の適正な管理に資することができる。

６．財源の説明
　【使用料】現年度分下水道使用料　5,900千円

節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費

5,900 5,900
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 5,900 5,900

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
使用料 02010101001 下水道使用料 5,900

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 02項 01目 002000000事業 流域下水道処理場負担金
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 3年度 023 下水道事業特別会計
現年 3号補正 （単位：千円）

事業費 項 公共下水道整備事業費 02 施設整備事業費 所属 0101012500-0000 建設水道課（上下水道）

事業

0082 公共下水道事業（単独） (簡略番号：018256) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △10,500 27,750 17,250 3,500 13,750

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 3. 4. 1～令 4. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債 13,800 13,800
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 △10,500 13,950 3,450
補助単独区分 目的区分 一般財源

１．事業の概要と必要性
　【補正の概要】
　　公共下水道事業における施設整備及び新規接続者に対応する管渠布設及び汚水桝設置に
　係る工事であるが、処理区域外の接続見込みがないことから施設整備事業費の減額補正。
　　管渠布設工事・汚水桝設置工事　△10,500千円
　【補正の必要性】
　　公共下水道事業の円滑な運営のため、適正な管理を行うものである。
　　見込のない工事費を減額するものである。

２．根拠法令
　下水道法、湯梨浜町公共下水道条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　下水道管路布設・汚水桝設置　実施済4箇所、今後見込3箇所
　【事業の効果】
　　施設の適正管理を行い、安心・安全で衛生的な生活環境を維持するとともに、施設の適
　正管理及び汚水桝設置により寄与することができる。

６．財源の説明
　【現年度分下水道使用料】　　　　　　　　△8,411千円
　【現年度下水道受益者負担金】　　　  　　△2,089千円

節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 △10,500 △10,500
15 原材料費 合　計 △10,500 △10,500

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
使用料 02010101001 下水道使用料 △8,411
負担金 01020101201 下水道受益者負担金 △2,089

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 02項 02目 008200000事業 公共下水道事業（単独）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 3年度 023 下水道事業特別会計
現年 3号補正 （単位：千円）

事業費 項 公共下水道整備事業費 02 施設整備事業費 所属 0101012500-0000 建設水道課（上下水道）

事業

0191 雨水（ポンプ場）事業（補助） (簡略番号：037649) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △44,230 795,793 751,563 115,533 636,031

財
源
内
訳

国庫支出金 374,050 374,050
県支出金

事業期間 令 3. 4. 1～令 4. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 △44,200 421,700 377,500
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 一般財源 △30 43 13

１．事業の概要と必要性
　【補正の概要】
　　松崎地区内水対策事業のうち、龍島ポンプ場建設工事に係る建設資材等の備品購入発注
　に伴う請負差額分を新町川ポンプ場工事として予算計上する。また、松崎地区内水対策事
　業の国庫補助金の交付決定額により不用額が発生したことによる減額補正するもの。
　【補正の必要性】
　　令和3年7月7日梅雨前線豪雨により、松崎地区内水対策事業に対する地域の関心は益々
　高まっている。実施にあたっては、県が実施する樋門設置と合わせ龍島ポンプ場完成及び
　新町川ポンプ場の早期着手に向け事業を実施する必要があるため。

２．根拠法令
　下水道法、湯梨浜町公共下水道条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

５．本年度の計画効果
　【事業の計画】
　龍島ポンプ場を本年度完成予定、新町川ポンプ場詳細設計及び用地取得し次年度工事
　着手予定
　（補正内容の内訳）・役務費　　               30千円（龍島P）
　　　　　　　　　　・委託料            △ 44,260千円（新町川P）
　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料      1,000千円（新町川P）
　　　　　　　　　　・工事請負費　　　　  193,820千円（新町川P）
　　　　　　　　　　・土地購入費　　　　 　18,180千円（新町川P）
　　　　　　　　　　・備品購入費　　　　△218,000千円（龍島P）
　　　　　　　　　　・補償補填及び賠償金　　5,000千円（新町川P）
　【事業の効果】
　　龍島雨水ポンプ場等を整備し、龍島地区の内水対策を推進する。
　　また、新町川雨水ポンプ場の詳細設計を実施し、内水対策を図る。

６．財源の説明

節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費 18,180 18,180
02 給料 17 備品購入費 △218,000 △218,000

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金 5,000 5,000
07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 30 30 26 公課費
12 委託料 △44,260 △44,260 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 1,000 1,000 予備費
14 工事請負費 193,820 193,820
15 原材料費 合　計 △44,230 △44,230

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
地方債 06010102001 公共下水道事業債（社会資本整 △44,200

補助金等の名称 社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）（重点計画）
補助基本額 748,100 補助率 50.0% 補助金額 374,050

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 02項 02目 019100000事業 雨水（ポンプ場）事業（補助）

　【公共下水道整備事業債】　　△ 44,200千円
　【一般財源】　　　　 　　 　△　 　30千円


